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空
気
感
染
の
定
義
に
つ
い
て
は
様
々
な
議
論
が
あ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
が
、
空
気
感
染
に
関
す
る
「
内
閣
の
見
解
」
に

つ
い
て
は
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
七
日
の
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
に
お
い
て
、
正
林
厚
生
労
働
省
健
康
局
長
（
当
時
）
が

「
飛
沫
の
水
分
が
蒸
発
し
た
非
常
に
細
か
い
粒
子
、
飛
沫
核
に
病
原
体
が
付
着
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
時
間
に
わ
た
り
空
気

中
を
病
原
体
が
浮
遊
し
、
十
分
な
距
離
が
離
れ
て
い
て
も
感
染
が
成
立
す
る
、
そ
う
い
う
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い

ま
す
」
と
答
弁
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
空
気
感
染
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
こ
れ
を
証
明

す
る
十
分
な
科
学
的
知
見
が
得
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
空
気
感
染
と
「Airborne 

transmission

」
の
意
味
が
必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
世
界
保
健
機
関
が

令
和
二
年
七
月
九
日
に
同
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
た
報
告
に
お
い
て
は
、
「Airborne 

transmission

」
は
「
空
気

中
に
浮
遊
し
て
感
染
力
を
維
持
す
る
飛
沫
核
（
エ
ア
ロ
ゾ
ル
）
が
、
長
距
離
・
長
時
間
に
わ
た
っ
て
拡
散
す
る
こ
と
で
起
こ
る

感
染
」
（
仮
訳
）
と
定
義
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
「Airborne 

transmission

」
は
「
エ
ア
ロ
ゾ
ル
を
発
生
さ
せ
る

医
療
処
置
中
（
エ
ア
ロ
ゾ
ル
を
発
生
さ
せ
る
処
置
）
に
は
起
こ
る
こ
と
が
あ
る
」
（
仮
訳
）
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
当
該

報
告
に
お
い
て
「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

十
九
の
感
染
に
関
す
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
最
新
の
科
学
的
概
要
は
、
以
下
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
ガ
イ
ダ
ン
ス
文
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書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
」
（
仮
訳
）
と
さ
れ
て
お
り
、
同
ガ
イ
ダ
ン
ス
文
書
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は

「
エ
ア
ロ
ゾ
ル
を
発
生
さ
せ
る
処
置
を
行
う
特
定
の
状
況
に
お
い
て
起
こ
る
こ
と
が
あ
る
」
（
仮
訳
）
と
記
載
さ
れ
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
経
路
に
関
し
て
「Airborne transmission

」
と
い
う
表
現
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。 

 

政
府
と
し
て
は
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
感
染
と
は
、
エ
ア
ロ
ゾ
ル
と
呼
ば
れ
る
ウ
イ
ル
ス
を
含
む
飛
沫
よ
り
更
に
小
さ
な
水
分
を
含

ん
だ
状
態
の
粒
子
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
感
染
を
い
い
、
水
分
が
蒸
発
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
空
気
感
染
と
は
異
な
る

と
考
え
て
い
る
。 

 

国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所
は
、
国
土
交
通
省
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
東
京
地
下
鉄
株
式
会
社

（
以
下
「
会
社
」
と
い
う
。
）
と
協
力
し
、
旅
客
を
乗
せ
て
い
る
状
況
を
模
擬
し
た
地
下
鉄
の
鉄
道
車
両
内
に
お
け
る
二
酸
化

炭
素
濃
度
の
測
定
を
行
っ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
同
研
究
所
に
よ
れ
ば
、
当
該
測
定
は
令
和
三
年
十
月
二
十
一
日
及
び
二

十
二
日
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
当
該
測
定
の
分
析
結
果
を
公
表
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
そ
の
具
体
的
な
時
期
は
現
時
点

で
は
未
定
で
あ
る
。 

 

会
社
が
所
有
す
る
鉄
道
車
両
内
の
空
調
設
備
に
つ
い
て
は
、
一
部
を
除
き
、
外
気
を
取
り
入
れ
る
構
造
に
な
っ
て
い
な
い
も

の
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
会
社
が
所
有
す
る
鉄
道
車
両
に
つ
い
て
は
、
駅
停
車
時
の
扉
の
開
閉
時
の
ほ
か
、
車
体
の
構
造



 

３ 

 

上
生
じ
る
間
隙
を
通
じ
、
外
気
が
流
入
す
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 


